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2010年 9 月 20日～ 24日の五日間、京都文
教大学 2010 年度新規事業「第 1回国際ユング
心理学ワークショップ」が開催された。この事
業は海外で実践されている新しい技法を実際に
体験して着実に学べる機会を提供し、本学が新
しい臨床的知の発信元として貢献することを目
的として企画された。第 1回の講師にはブラジ
ル在住のユング派志向心理療法家、マリアンヌ・
リゲッティ（Marianne Ligeti）氏を招聘し、
故ペッソ・サンドール（Pethö Sándor）が開
発した「サトル・ボディワーク」のワークショッ
プが実施された。ここに技法の背景とプログラ
ムの概要を報告する。なお、参加した大学院生
2名に感想文を寄せてもらったので、あわせて
紹介したい。
1．リラクセーション技法「カラトニア」
今回の「サトル・ボディ・ワーク」は、ハン
ガリー出身の医師、ペッソ・サンドール（Pethö 
Sándor；姓は前者）が開発した技法群と彼の
治療哲学を継承したものである。Cortese（2009）
から氏の略歴を抜粋する。ペッソは 1916 年ハ
ンガリー生まれ、1943 年にブダペスト医学校
卒業（婦人科専攻）、1945 年から 49 年にかけ
て、難民キャンプの赤十字医師として勤務し、
医薬品もままならない環境で患者の苦痛を緩和
する技法として、患者の足に繊細なタッチで働
きかける「カラトニア（Calatonia）」を開発。
1949 年ブラジルに移住、心理療法家としても
活動し、1960 年頃ユング心理学を基礎とする
スーパーヴィジョン・グループおよび「カラト
ニア」のグループ指導を開始。1971 年から 74
年までサンパウロの大学 PUCSP（Pontifícia 
Universidade Católica de São Paulo） で 身
体と心理に関する授業を複数担当。1974 年に
著 書 “Técnicas de relaxamento” を Vetor 社
より出版。1975 年より、心理学、リラクセー
ション技法、占星術、神智学、スピリチュア
リズムにわたる研究グループを主催。1980 年
より、独立大学院に相当する Institutio Sedes 
Sapientaeにおいて、心理運動学（Psychological 
Kinesiology）のコースを担当し、多くの学
生 を 育 て た。1992 年、 南 Minas Gerais の
Picinhosにある自宅農園にて突然の死去。
臨床実践と教育に精力を傾けていた氏には
著作が少なかった。氏の技法体系や治療哲学を
記述、保存すべく、直接教えを受けた弟子達が
現在も努力を続けている。公刊された書物には
Delmanto（2008），Cortese（2009）があるが、
きわめて繊細なタッチを特色とする氏の技法は
文献だけで会得することは不可能であり、実際
の体験から学ぶほかはない。
足に働きかける技法の名称「カラトニア」は
「適切な緊張（tonus）」の意味の造語であり、
ギリシア語の動詞 “khalao” １）、すなわち「栄
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養を与える」「リラックスする」「復讐心、激
怒、暴力から離脱する」「ドアを開ける」「ワイ
ンの革袋の結び目を解く」「なすがままにする」
「両親を許す」「あらゆる覆いを取る」という
幅広い含蓄をもつ言葉から作られた（Cortese, 
2009, p.28）。この名称は氏の技法群の総称とし
ても用いられている。
2． マリアンヌ・リゲッティ氏のボディ・
ワーク
筆者は 2002 年在外研究員として留学中にス
イス・チューリヒユング研究所のセミナーでマ
リアンヌ・リゲッティ氏のボディ・ワークに出
会った。4日間連続で毎日 2時間、実習と意見
交換を行った。繊細なタッチによるワークが及
ぼす深い効果にまず驚くとともに、参加者それ
ぞれの身体と心の状態を尊重するジェントルな
姿勢にも感銘を受けた。自分にとって心地よい
ように、という基本原則が徹底しており、安心
して自分のペースで体験を深めていくことがで
きた。「もっとも繊細な働きかけが最大の効果
をもつ」という原理による、触れるか触れない
かのぎりぎりの「タッチ」を用い、目で見ても
わからないほどのかすかな動きで、手足の指を
捻ったり、関節に手のひらをあてたりするのだ
が、身体のなかにはりめぐらされた琴線が演奏
され、響き合うような、厚みのある反応が生じ
てくるのである。「かすかなタッチであるほど、
深いところに到達する」ということが繰り返し
体験された。以来、リゲッティ氏のセミナーに
は何度も参加し、技法の確かさと奥深さを実感
してきた。ユング研究所でも氏のワークは評価
が高く、現在も毎年夏に授業が行われている。
今回はリゲッティ氏がボディ・ワークに臨む
舞台裏も見せてもらう事ができた。なかでも印
象的だったのは、ワークをする側の身体と心が
調和した状態でなくてはよい働きかけはできな
い、という原則をしっかりと守っていたことで
ある。ワーク前には食事も控えめにし、心身の
状態をフレッシュに保ち、休憩時間には暗く静
かな部屋でじっくりと休む。参加者に起きる反
応を感知するためには、働きかける側がフレッ
シュで繊細な感受性を維持する必要があるのだ
ろう。また、課題が一つ終わるたびに、必ず手
を洗うことも技法の一部として強調された。疲
れたエネルギー状態を次の働きかけに残さない
ためだそうだ。
「質と量は違うのです」とも繰り返し語られ
た。よいクオリティの働きかけは、力や回数を
増やしても得られない。もともと質の良いタッ
チがあってこそ、効果が期待できる、という意
味である。質を見分けるには当然こちらに感度
の良いセンスが必要とされる。
サトル・ボディ・ワークという名称は、実
は多義的に捉える事が出来る仕掛けがしてあっ
て、「サトル・ボディ」（微細身、エネルギー体
としての身体）に働きかける技法でもあり、「サ
トル」（繊細）なボディ・ワークでもある、と
いう二通りの読み方ができる。
ワークのなかでふと、リゲッティ氏は「物質
の身体にではなく、エネルギーに働きかけるの
です」ともらしておられた。触れるか触れない
かのタッチには確かにそういうニュアンスが感
じられた。
3．今回のワークショップ
今回は実施日数の異なる二種類のプログラ
ム、一日完結の体験コースと二日間の基本コー
スを用意した。リゲッティ氏はこの技法の効果
を体験するには一日だけでは不充分であり、効
果も大きいので、参加者の反応を見定めてワー
クを進めていくには、ゆっくりとしたペースが
京都文教大学主催・第1回国際ユング心理学ワークショップ「ユング派サトル・ボディワークを学ぶ」 161
必要、とのご意見だった。そこでワークを大き
く前半と後半に分け、間に充分な休憩時間を置
くこととして、一日コースも実現できた。会場
には光暁館 4階、畳敷きの最勝殿が利用でき、
快適な環境で実施できた。ワークの概要を以下
に紹介する。
（1）一日体験コース（9月 20日実施）。参加
者が一人でできる課題が中心。自己紹介の後、
ウォーミングアップとして歩きながら足の感覚
を味わい、片足ずつ足の裏を自由にマッサージ
してみてから再び歩く、という課題を行った。
主なワークとしては、仰向けに寝て閉眼し、身
体の主要な関節から声を出す、ペアとなって、
相手の足の指を順番にそっと指で包む（四呼吸
ずつ）、といった課題を行い、最後にシェアリ
ングを行った。
（2）二日間の基本コース（グループ A：9月
21・22 日、グループ B：23・24 日実施）。一日
目の導入は体験コースと同様であるが、ペアと
なって互いに実施するワークが主体となった。
主な関節のうち、隣接する 2ヵ所に手のひらを
一つずつあてて、四呼吸分の時間が経過したら
一つが重なるようにして隣の関節へと移動して
いく、という課題。全身へのワークを実施した
後の「閉じ方」の重要性も示された。すべての
ポイント（身体部位）に働きかけた後、必ず足
の裏と頭の頂点を両手の掌で包むように「閉じ
る」こと、そして、ワークしてもらった人は深
いリラックス状態にあるので、段階を追って
ゆっくりと起き上がれるよう、丁寧に教示する
ことである。「もし起き上がる準備ができてい
れば、手指とつま先を動かして、深く息をし、
全身で背伸びをし、ゆっくりと横を向くように
寝返りをして、少しずつ上体を起こしていって
下さい。頭部は一番最後に起き上がるように、
ゆっくり、です」という教示を一段階ずつゆっ
くり与えて課題を終える。
二日目にはいよいよ「カラトニア」が紹介さ
れた。両足を軽く数回股関節に向けて押してか
らそっと置き、足の指、足の裏、ふくらはぎの
指定されたポイントに対して、繊細なタッチを
ゆっくり時間をかけて行っていく。最後にふく
らはぎのポイントに指が触れるように、そっと
足を持ち上げて手のひらでかかとを包み込むよ
うにして、手のひらを滑り込ませていく。手順
が複雑なので、働きかけるポイントや順番が図
示された紙も配布された。この「カラトニア」
はサトル・ボディ・ワークの最も中心となる技
法で、この手続きを定期的に繰り返すだけで、
様々な心理的、身体的な効果がもたらされると
いう。
二日間の最後には、うつぶせに寝た人の背中
に「ピザ」を作るワークなど、子どもにも適用
可能な「遊び」の要素が含まれた課題も紹介さ
れた。参加者全員が円周を作るように寝て、手
を繋いでエネルギー（のイメージ）を循環させ
る「マンダラ」のワークもあった。
4．成果と今後に向けて
体験による学びを主体とするワークショッ
プは始めての試みであった。参加者は一日体験
コース21名（本学院生9名、外部9名、教員3名）、
二日間の基本コース合計 31名（グループ A 14
名、うち院生 10 名、外部 3名、教員 1名；グルー
プB 17名、うち院生10名、外部6名、教員1名）、
合計 53 名であった。各グループ 20 名の定員か
らすると、やや少ないが許容範囲内であった。
今後は広報をより早く発信し、参加者数の充実
を図る必要があろう。
外部参加者はこの領域に関心のある方が多
く、カテゴリーとしては臨床心理士 10名、医
師 2名、医療領域 2名、教員 2名、大学院生 1
名（アンケートによる。複数回答可）となった。
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参加者のアンケート（23 名）によると、ワー
クショップの満足度は「とても満足」（17 名）「ま
あ満足」（5名）、「満足」（1名）であり、「どち
らでもない」以下の回答はなかった。また、仕
事や生活に役立ちそうか、との項目には「そう
思う」（22 名）、「どちらともいえない」（2名）で、
（1名は生活面では「そう思う」、仕事では「ど
ちらともいえない」と複数回答）その他項目の
回答はなかった。参加者に満足してもらえ、役
立つと感じてもらえたようである。自由記述に
も意味深い体験をしたとの報告を多数いただい
た。
今後のワークショップについては「参加した
い」（21 名）、「条件によれば参加したい」（2名）
であり、継続実施への期待は高いと考えられる。
また、開催を希望するテーマとしては、夢分析
（13 名）、身体技法（12 名）、物語の深層（7名）、
ミソドラマ（7名）、描画法（6名）、グループワー
ク（4名）、その他（4名）（複数回答可、未記
入 3名）があげられていた。
5． 補遺：ペッソ・サンドールの経歴について
最後に、創始者ペッソ・サンドールの経歴に
ついて訂正すべき事項があるのでここに記した
い。筆者はチューリヒユング研究所で何度も氏
の事を「ユング派分析家」と紹介されていて、
リゲッティ氏もそう信じていたのだが、今回あ
らためてペッソがどの研究所で分析家資格を得
たのですか、と筆者が尋ねたところ、リゲッティ
氏にも正確なことはわからなかったので、帰国
後に遺族に問い合わせていただいた。遺族の話
によると、氏は正規のユング派分析家の資格を
有してはおらず、自己研鑽によりユング心理学
を臨床に応用していたのだという。リゲッティ
氏によると、ペッソが自分で「分析家」と名乗
ることは一度もなかったが、弟子達が自然にそ
う思い込んでいたのだという。本ワークショッ
プの案内文ではペッソのことを「ユング派分析
家」と記していたが、これは事実とは違ってい
た。ここに謹んで訂正し、お詫びするとともに、
遺族に直接尋ねて下さったリゲッティ氏に感謝
したい。
注
１）動詞（χαλαρώνω）「リラックスする」であろうか。
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以下に今回のワークショップに参加した京都
文教大学大学院生の片桐薫、依田良子両氏によ
る感想文をご紹介する。実は二人とも、スイス・
チューリヒユング研究所の夏期集中プログラム
にも参加経験があり、リゲッティ氏のサトル・
ボディ・ワークは今回で 2回目であった。その
ため、より内面に踏み込んだ視点からの語りと
なっている。（名取記）
カラトニアの体験を言葉にする試み
臨床心理学研究科・博士後期課程　片桐　薫
・ワークをしているとき（セラピスト）の体験。
ある女性とワークしているとき，自分の左足
が痛み出して驚いた。後でシェアすると，その
女性はちょうど生理痛がピークの時期で，しか
し幾分か痛みが引いた気がする，ということで
あった。こうして人は痛みを分かち合えるので
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す！などとエビデンスを主張するつもりはさら
さら無いが「怖いことだな」と感じた。日本の
ボディワーカーで体調を崩す人が多いというこ
とも後から聞いて，頷ける話だな，と思う。
・ワークを受けているとき（クライエント）の
体験。
（1）何人かの人と交代してセラピスト，クライ
エント体験をしたのだが，もっとも印象に残っ
ているタッチがある。それは，本当に触れてい
るかいないかくらいのかすかなタッチで，これ
が最も安心でき，感じられるタッチだった。後
からお話を聞くと，既にボディワーカーとして
5，6年の実践のある方ということであった。
（2）タッチは 5呼吸毎に移っていくのだが，移っ
ていくという感じは無い。増えてゆく，という
感じである。つまり，タッチしていたところに
手がずっとあるように感じるので，この人は阿
修羅か千手観音か，と思うほど手があるように
感じる。心地よさと共に，驚きを感じる。
私は千手観音が好きで，東寺の宝物殿の立像
と広隆寺の座像（有名な菩薩像の対面にある）
をよく見に行く，千本の手は全てをもらさず救
うことのあらわれだという。ところで，臨床心
理面接の初学者である私が SV（スーパーヴィ
ジョン）で毎回指摘されることは，私の救世主
コンプレックスについてである。クライアント
を救いたいと思いすぎ，短絡的な言動と行動と
なり，多くの場合上手くゆかない。私は今回の
ワークを実践で用いようというつもりは無い，
この方法は効果がありすぎて私には怖いのだ。
自らが千手観音になれてしまう怖さ。今回，名
取先生がワークショップの受講者に他の対人援
助職を加えなかったのは，このあたりにあると
思うのだが，これは邪推だろうか。
カラトニアを私が実践する日は遠い，しかし
あのタッチや痛みが私に残すエッセンスは大き
い。かすかな（subtle）タッチのような，痛み
を痛みとして感じられるような，そういう面接
をしてゆきたいと，道は遠いけれど，思うので
ある。
サトル・ボディワークを体験して
臨床心理学研究科・博士前期課程 1回　依田良子
私にとって、サトル・ボディワークは今回で
2 度目の体験であった。初回は 2010 年の初夏
にスイスのユング研究所で体験したワークで、
やはり今回の講師であったマリアンヌ・リゲッ
ティ先生によるものであった。本稿では、それ
ぞれのワークにおける自分自身の体験に注目す
ることで、今回のワークショップの拙い私見に
なればと思う。
まず、スイスでのワークを振り返るとその時
の情景がふわっと思い出される。ひんやりとし
た木目の床に白い壁、重厚な木の扉と繰り返し
模様からなる白い天井、大きな窓から取り込ま
れる柔らかな光と乾いた温かい風、すぐ近くに
広がるチューリッヒ湖の水がはねる音と人々の
話し声・・といったような情景である。自分が
ワークそのものとどう響きあっているかという
ことに自由に身を任せていた。あるワークをし
た時、私は自分を取り囲む部屋や、空気、人々
の声といったあらゆるものと区別なく、溶け
合っていくような、それでもまだ自分がどこか
に残っているような感覚を抱いた。ワークの直
後、その感覚に当てはまる表現は、日本語の中
にさえ、見つけられなかった。
次に、今回のワークショップを振り返ってみ
る。ぱっと浮かぶのはその期間に私が経験した
様々な出来事と、その出来事に対して抱いた無
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力感である。ワークを行っている最中に起きる
「出来事」もあれば、ワークの前後に起きてく
る「出来事」もあり、その勢いは猛烈なもので
あった。プログラムが終わり、部屋を出てもな
お、まだワークが引き続いているようであった。
それは時に、私に「日常生活」のリズムや法則
が揺るがされる感じをもたらした。そして、そ
の期間に体験したことを「出来事」と呼びたく
なるのは、気が付くと既に「そう」なってしまっ
ている、あるいはその状況が向こうから強烈で
巨大な力を持ってやってくるような印象を受け
たからである。
スイスで体験したワークも、今回のワーク
ショップで体験したワークも、私に響きかけて
くる本質は同じところにあるように感じられて
いる。にもかかわらず、ワークを体験する私自
身のありようによって随分ワークは違う表情を
見せてくれた。それはどちらがどう良いとか、
悪いといった単純明快なものではない。どちら
のワークでも、共通した課題ともいえるし、お
土産ともいいたいようなものがもたらされたの
である。その課題あるいはお土産は、ワーク
ショップが終わった今でも見過ごすことの出来
ないものとして、私の中に存在し、その折々に
違った表情を見せる。そして、目先の効率の良
さや課題の消費などにかまけていると、「何か
忘れていることは無いかい？」「気づかずにな
いがしろにしていることはないかい？」と語り
かけてくる。
こうして自分自身の体験を振り返ってみる
と、現在の私にとって「サトル・ボディワーク」
とは、私の中で少し芽吹き始めている「何か」
と繋がる道筋を一本すぅっと、しかし、極めて
強力に通してくれるものであった。この感覚は
スイスの初回に続き、今回のワークショップが
あったからこそ、より確信に近いものになった
といえる。
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